






















































0 5 / 2 9 （木） 研究開発予算関係について，今年度の研究会の開催の方法について， 5月
の各部会の活動状況の交流，他校視察訪問について，研究会事務局提案，
「研究開発だより」の発行について，
0 6/2 3 （月） 第1回運営指導委員会について，平成15年度研究開発学校連絡協議会の
報告， 6月の各部会の活動状況の交流，研究会事務局提案，「研究開発だ
より」の発行について，




0 7 / 2 5 （金） 学園研究構想プロット審議 先行研究の資料収集に関する研修についての
提案，夏季休業中の研修予定に関すること
0 9/2 5 （木） 学園研究構想の提案・審議，研究会事務局提案 夏季休業中.9月の各部
会の活動状況の交流 平成15年度研究開発学校連絡協議会の質問状に対
する回答について
010/28 （火） 学園研究構想の提案・審議，研究会事務局提案，研究会事務局提案， 10 
月の各部会の活動状況の交流
011/ 4 （火） 教育公開研究会に関すること
0 1 / 7 （水） 平成15年度研究開発実施報告書の作成について，平成16年度研究開発
計画書の作成について，来年度の研究組織について，「研究開発だより」




0 2/2 5 （水） 平成15年度研究開発実施報告書について，平成16年度研究開発計画書
の作成について，来年度の研究組織について 次年度の研究会の持ち方に
ついて，「研究開発だより d の発行について 2月の各部会の活動状況の
交流
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。5/1 2 （月） 研究開発学校の指定に関する報告。6/1 1 （水） 今後の研究推進について
018/21 （木） 2 3出
各部会研究構想交流会（学園全教職員対象）
大阪教育大学 田中博之先生による指導・助言
OL0/2 9 （水） 学園研究構想審議一貫教育公開研究会の打ち合わせ








( 4/1 7・24 5 / 8・15・22・29,6/19・26,7/7・17・29,8/8, 





0 7 / 3 （木）
0 7/1 1 （木）
011/17 （月）






0 1～ 3月（5回） 元JIC A派遣職員の方による学習会
0 2/1 8 （水）・ 3月
広島大学松浦伸和教授による評価に関する講演及び指導




( 4/1 2・27, 5/28, 6/19, 7/8, 8/8・29, 10/8・25・27' 




0 6/2 5 （水）
0 7 / 3 （木）
0 7 / 8 （火）
．外部講師による研修
0 8/ 5 （火）
0 1/1 5 （木）








講師： TB Sビジョン 海老浮寛・田中守・高橋典代
③幼小連携学習開発部会
－部会開催数...4 0回
( 4 / 3・11・24, 5/13・22・27・30, 6/16・17, 7/22, 8/5・
7・8・18・19・28 9/9 10/6・14・23・28 11/6・7・11・































011/ 4 （火） 表現科（小学校第1学年）
0 2/1 7 （火） 「環境科J（仮称）（小学校第2学年）
（運営指導委員会提案授業）
④小中連携学習開発部会
－部会開催数・..4回（ 5 / 2 6 （月） ：研究の方向性と研究会の持ち方について，
8 / 6 （水） ：教科構想交流と小中連携の実践交流
1 0 / 3 0 （木） ： 「21世紀型教科学力Jについて




0 6/1 6 （月）
0 6/1 8 （水）
0 6/2 6 （木）


















( 4 / 4・17 ' 5 / 1・ 6,6/10・27' 7/1・10・28,8/6. 19, 9/9, 
10/10, 11/5・7・14・21・24,12/26, 1/9・15・19・21・30' 










0 1/2 7 （火） 特別活動を中心としたかかわり学習の学習開発
（小学校第6学年）











( 4 / 3・25' 8/1・4・5・19 10/27, 11/5・10・19・21・27・




・8/ 2 1 （木） . 2 3 （土） 各部会研究構想交流会（学園全教職員対象）開催
(6）研究会事務局会議
研究会開催にあたって 次のような日程で会議を行p 第 1年次の研究会実施に向けて活動を行った。
（計12回）

















. 5/3 0 （金） No.1 「新しく始まる研究のテーマと概要」
. 7 /1 8 （金） No. 2「研究内容と研究組織の紹介教科外学習開発部会の研究内容及び活
動紹介j
. 1/1 6 （金） No. 3「国際交流学習開発部会とマルチメディア学習開発部会の研究内容及
び活動紹介」
. 2/12 （木） No.4 「幼小連携学習開発部会と小中連携学習開発部会の研究内容及び活動
紹介」








・5/ 2 1 （水） 岡山大学附属幼稚園・小学校視察訪問
－参加者・・・幼稚園研究主任
. 5/3 0 （金） 上越教育大学附属小学校研究会参加
－参加者・・・小学校研究主任
. 6/2 0 （金） 神戸大学発達科学部附属明石幼稚園・小学校・中学校
－参加者・・・中学校研究主任
＜指導及び講演＞





02/2 7 （金） 「幼小連携における望ましい幼稚園教育のあり方についてJ
聖徳大学 高梨珪子先生
＜内容＞講演及び保育に対する指導・助言
































































































































































































































の総時数を学校教育法施行規則に定められた時数より 18～ 5 0時間多く設定する。
－国際交流学習とマルチメディア学習の関連を持たせ，その中で国際的コミュニケーション能力を総合的
に育成するための試みとして，まず第2年次；ま中学校において領域「国際コミュニケーション」の時間






1期 2期 3期 4期 合計
2 3 4 3 12 
年中児
5期 6期 7期 8期 合計
3 5 5 4 17 
年長児
9期 10期 11期 12期 13期 合計





教 科 国際コミュニ かかわり学習ケーション
合計
国語 社会 算数 理科 環境 音楽 図工 表現 体育 家庭 国際 マルチメ 道徳 特別 会M公し、A仁3




85 (50) (50) 80 
68 34 34 16 
832 




88 {50) (50) 80 
70 35 35 16 
892 
（ー17) （ー17)（ー20) （ー20)150 (-10) (t52) 
3年
218 
70 150 70 60 60 90 70 35 35 
70 928 
(-17) (-35) (t18) 
4年
218 
85 150 90 60 60 90 70 35 35 
70 963 
（ー17) (-35) (t18) 
5年
163 
90 150 95 50 50 90 60 70 35 35 
75 963 
(-17) (-35) (t18) 
6年
160 




必 修 教 不ヰ 国際コミュニ かかわり学習
選択 ケーション
保健 技術 教科 国際 マルチメ 特別国語 社会 数学 理科 音楽 美術
体育 家庭
英語




105 105 105 45 45 90 
50 
105 。 105 35 35 35 980 （ー20) (-20) (-65) 
2年
85 




105 35 35 
35 
980 （ー20) (-15) (-20) (-50) 
3年 85 85 105 80 35 35 90 
30 
105 120 105 35 35 
35 

















年少 年中 年長小l 小2 小3 小4 小5 小6 中l 中2 中3
自国文化・人とのコミュニケ｜多文化理解を中心とした学 コミュニケーションスキル｜コミュニケーションスキルを
ーションを大切にした保育 ｜習 の向上を中心とした学習 ｜生かした多文化理解の学習
メディアに出会う保育 メディアに親しむ活動 メディアを具体的に活用す｜情報の科学的な理解に基づる活動 ｜くメディアの体験的活動
＜学級担任制および体験学習を中心とした基礎的な学習＞ ＜教科担任制による確実な学力向上をめざした発展的な学習＞
国語科 国語科
環境科（仮称） I 社会科 社会科
保 育 ｜理科 理科
0総合的な活動 算数科 算数科 数学科

































・なお中学校における「国際コミュニケーションJの時間数を第1年次よりも 35時間増やし， 10 5 
時間とする。第 1年次には異なる分野としてすすめてきた「国際交流学習Jと「マルチメディア学習J
であるが，将来的には両者が総合的に展開されることが必要となってくると考えている。例えば，国
内や海外の学校とコンビュータやインターネットを用いてコミュニケーションすることで，相互理解
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を深めたり共同作業をしたりする際，そこには文化的・自然環境的差異があり ある程度の時間を要
する。つまり，マルチメディアを活用した国際交流を実際に外国の生徒と行うための学習に時間が必
要となってくるため 時間数を増すこととする。また パソコンを使っての情報交換にとどまるだけ
ではなく，共通のテーマに沿って課題解決を行ったり新しい文化や他者認識のあり方を創造したりす
ることに着目することで，新たな国際的コミュニケーション能力を育成するための単元開発やカリキ
ュラム開発を行いたいと考えている。
0 3歳児～小学校第3学年までは，体験学習を取り入れた保育・授業を実践していく中で，表現力，認
識の側面を中心に6年間の中で一貫して育てたい力を設定している。その力の育成のために，「表現科J
及び「環境科」（仮称）を新設した幼・小での経験が階層的に生かされる幼小一貫カリキュラムの開発
を進めてLEく。
－小学校第1学年～第2学年では，音楽科・図画工作科・体育科の一部を同ーの枠組み内に統合し，新
教科「表現科」を新設した。幼稚園・小学校低学年の時期に多様な体験を通して諸感覚を十分に活用
し磨くことにより 子どもの諸感覚は平行して総合的に活用されることとなり その中で子どもたち
は様々な表現方法を行いながら豊かな表現力を身につけることができる。そこで 諸感覚を用いる活
動や多様な表現活動を柔軟に構成することができるような教科が必要で、あると考えた。これは，幼稚
園での「総合的に子どもの力を育む」という教育理念を小学校低学年に引き継ぐものでもある。そこ
で今年度は，小学校第1・2学年の「表現科Jの中での総合的な表現活動を行う単元及びカリキュラム
の開発を行いながら それらが小学校第3学年の音楽科・図画工作科・体育科へとつながる力となる
ような教科のあり方の研究を進めてpく。
－小学校第1学年～第2学年では，身のまわりの自然や地域社会にかかわる体験活動を通して，自然や
地域社会の事象への認識の芽を中心に育んでいくために 新教科「環境科」（仮称）を新設した。生
活科の内容を基礎に 目標に即して軽重をつけるとともに，幼稚園での保育内容や小学校第3学年で
の教育内容を勘案し 「飼育・栽培」「遊び（物を使った遊び・自然を感じる遊び）J「公共」「仕事」
の4つの側面から活動を構成してLEく。そこで，今年度は，構想、に基づいての単元及びカリキュラム
の開発を進めてpく。
0 小学校第4学年～中学校の教科学習においては，広島大学教官との共同プロジェクトとして実践的研
究を行い，小中連携の教育力を生かした学習指導法の研究開発を行う。具体的には第l年次に設定した
21世紀型教科学力をふまえて小中一貫カリキュラムの作成と評価の観点及び評価の規準の設定を行う。
その際には，現行の学習指導要領で示されている教科学力の評価の観点もふまえながら， 21世紀に新た
に必要とする教科学力の評価のあり方の研究を進める。また， 21世紀に求められる学力を効果的に身に
つけさせるために 小中の指導者によるTT方式や児童生徒の合同学習等の指導法について研究を進め
る。
0 かかわり学習では，「教科外学習」と「クラブ・行事」において相互の関連性も考慮しながら，感動
体験を重視した社会性を育成していくためのカリキュラム開発を進めていく。
－教科外学習を中心にしたかかわり学習では，超少子化に対応した社会性を育成することを目的に，教科
外活動（道徳・特別活動・総合）における「かかわり体験」を重視したカリキュラム開発とその実践を
行う。具体的には 第1年次を受けて活動プランの修正と開発などの実践研究を行い，幼小中連携の教
科外学習における「かかわり学習」のカリキュラムの作成と学習指導法の研究開発及び評価の規準づく
りを行う。
・クラブ・行事を中心にしたかかわり学習では，小・中の自伸会（児童・生徒会）執行部同士の交流を深
めるような実践や組織編制を行う。三原学園の行事については，幼小中が連携するような行事の改革案
に着手する。また，クラブ活動については，小学校第4学年まで学年を下げて交流を行い，定期的に交
流をするための日程調整や，活動計画を立てていく。
0 研究成果の評価を行うために 学力調査や質問紙調査，外部評価を実施する。具体的には
①小学校第3学年小学校第5学年，中学校第1学年，中学校第3学年に対する外国語会話能力や情報
活用能力についての継続的な調査
②小学校第3学年，小学校第5学年，中学校第1学年，中学校第3学年に対する教科の基礎学力や関
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心・意欲・態度についての継続的な学力調査および質問紙調査
③小学校第3学年小学校第5学年 中学校第1学年 中学校第3学年に対する社会性の変容について
の外部評価や行動観察などの評価等を行う。
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